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新潟県少年自然の家の一つの役割 

所 長  佐久間 義久 

新潟県教育委員会が主催し、県生涯学習推進課と新潟県少年自然の家分室

の重要な取組として位置付けられている「はつらつ体験塾」は、平成９年

（1997 年）に始まりました。その背景には、当時全国的にも深刻な社会問

題となっていた「登校拒否児童・生徒の急増」が深く関係しています。 

※下線部は当時の言い方で記載しています。 

 

1. 1990 年代の「登校拒否」急増と認識の転換 

1990 年代前半、全国の小中学校で登校拒否の児童生徒数が右肩上が

りの増加傾向にありました。それまでの文部省は「学校復帰」を第一の目標に掲げていましたが、

1992 年（平成４年）の協力者会議における報告において、登校拒否は「誰にでも起こりうること」と

の認識に大きく転換しました。 

これを受けて、学校以外の場所で「心のエネルギー充電」や「多様な体験活動」を充実させる方針

へと舵が切られるようになりました。 

 

2. 自然の家を活用した体験活動の推進 

こうした国の動きに合わせて、文部省は各県や青少年教育施設に対して、不登校傾向の子どもたち

を対象とした体験活動事業を推奨するようになりました。新潟県教育委員会が平成９年にスタートさ

せた「はつらつ体験塾」も、この流れを受けて開設されたものです。学校や家庭から離れ、大自然の

中でのキャンプや共同宿泊体験を通して、子どもたちが「自分に自信を持ち、他者と関わるエネルギ

ーを蓄えること」を明確な目的として始まりました。 

 

3. 教育改革『「生きる力」の重視』 

平成９年は、中央教育審議会（中教審）が、後のゆとり教育の柱となる「生きる力」や「豊かな人

間性」の育成を訴えていた時期でもあります。「はつらつ体験塾」は単なる不登校対策にとどまらず、

自然生活体験を通じて「集団への適応性」や「人間関係作りのエネルギー」を育むという、当時の最

先端の教育改革のモデルケースとしての役割も担いました。 

はつらつ体験塾は開始から 30 年が経ちました。新潟県少年自然の

家はこれからも、不登校や行きづらさを抱える子どもたちの「心の

元気エネルギーを蓄える場所」としての活動を継続していきます。  
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令和 7 年度 新潟県少年自然の家の「通信簿」 

＜利用団体アンケートの結果から＞ 
 令和 7 年度は県内外より 437 団体、28,759 人の方々に施設を利用いただきました。ご利用時にいただいた 

アンケートを受け、今後の施設運営に役立てていきたいと思います。改めて新潟県少年自然の家のご利用、また 

利用団体アンケートのご記入ありがとうございました。今後とも引き続きよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ねらいの達成度 → 3.67（令和 6 年度：3.67） 

設問：「今回、自然の家を利用されて、利用のねらいや目的は達成されましたか。」 

＜主な回答＞ 

○ 親から離れ、自立心を育み、仲間と協力する態度を養うことができた。 

○ ただ楽しいだけでなく、集団生活を学ぶ機会になりました。 

○ ２日間雨天案だったが、ゆったりとしたスケジュールの中、楽しく活動に取り組むことができた。 

2. 職員の対応 → 3.68（令和 6 年度：3.71） 

設問：「少年自然の家職員の対応や指導はいかがでしたか。」 

＜主な回答＞ 

○ 予約の時点から、親切、丁寧に対応していただきました。 

○ 到着から食事、帰るまで、様々なスタッフが元気に声がけやあいさつをしてくれた。 

○ 子どもたちへの指導はとても分かりやすく、優しく接していただきました。雨天で活動場所変更等の

相談をさせていただいた際に快く対応してくださり、ありがたかったです。 

▲ 繁忙期の為か、受付や入所式、相談の際に待たされることがあった。 

3. 生活・活動 → 3.67（令和 6 年度：3.64） 

設問：「少年自然の家での生活、活動は快適でしたか。」 

＜主な回答＞ 

○ 過ごしやすい快適な施設でした。とてもきれいでした。カヌー体験、ナイトハイク等、利用者の 

子どもたちが片づけまでしっかりできて成長を感じました。 

○ 研修室を広々と使い、グループワークができた。オリエンテーリングではのびのびと活動できた。 

▲ 食堂の開始時間が遅れることがあった。  
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4. 施設・設備 → 3.67（令和 6 年度：3.62） 

設問：「屋内外の施設・設備はいかがでしたか。」 

＜主な回答＞ 

○ 広く空調の整ったホール、清潔な部屋で快適に過ごせました。活動が十分にできました。 

○ とてもきれいで使いやすかったです。外の設備も工夫されていて利用しやすかったです。 

○ 今年度からシャンプーやボディソープが備えつきになったとのことでありがたかった。 

▲ 体育館にエアコンがあるとよい。 

5. 食事 → 3.82（令和 6 年度：3.77） 

設問：「食事の内容はいかがでしたか。」 

＜主な回答＞ 

○ 量も人によって対応して頂き、とてもおいしかったです。 

○ 夕食は品数が多くよかった。アレルギー対応をていねいに対応いただき非常にありがたかった。 

○ どれもおいしく調理師さんたちが笑顔で接してくれてとても気持ちがよかったです。 

6. 料金 → 3.78（令和 6 年度：3.68） 

☆  満足度 → 93.83（令和 6 年度：94.15） 

 設問：「利用にあたって、100 点満点とした場合、満足度は何点でしょうか。」 

＜主な回答＞ 

○ 入学当初の表情から変化が見られる生徒が多かったです。 （入学時期の緊張を和らげ、仲間づくりを促す目

的での参加） 

○ 野外炊さんがはじめてでしたが、ご飯も無事に炊けて、楽しくおいしかったです。目的が達成できる 

充実した３日間でした。 

○ 広々とした自然の中で様々なことが体験でき、有意義な時間になりました。 
 

新潟県少年自然の家では今後も公式 HP や各種 SNS を中心に様々な情報を発信していきます。 

施設のご紹介や活動の様子、主催イベントのご案内などなど、ぜひご覧ください。 

今後とも変わらぬご支援をお願いするとともに、皆様のご利用を心よりお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式 HP は 
こちらから! 

こっちも見てね！ 

Instagram X 

令和 8 年度 新潟県少年自然の家スタッフ 

所  長    佐久間 義久 

副所長兼事業課長  伊藤 雅斗 

県 教育庁 

生涯学習推進課   佐藤 貴紀   須田 洋介   保坂 吉彦 

少年自然の家分室 

庶 務 課 長   中島 麻由美 

食堂課チーフ   阿部 里枝 

事 業 課    渡邉 さゆり  西村 香菜絵  松本 悠里   渋谷 杏子 

渡邉 幸男 

庶 務 課    埴田 かおり  伊藤 隆之   小田 弘行   植田 徹 

食 堂 課    近 由美    埴田 和正   伊藤 弘子   井上 なほみ 

          中田 静江   渡辺 美智子  皆川 美佐子  遠山 栄子 

          斉藤 郁栄   会田 英晴  



 

 4 / 4 

新潟県少年自然の家 所報「あかまつ」 

 


